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新年度開始時に自社におけるBIM取組についての目標立案と年度末のBIM取組実績をレーダーチャートにて
分析する目標設定シートを紹介します。

カテ
ゴリ No.

内容
目標 実績

施工BIMスタイル
2020

参照ページ項目 概要

仕
様

1 BIM実行計画書（BEP） 社内標準としての BEP（BIM Execution Plan）が整備され
運用・周知されている

128 ～ 129、
240 ～ 245 など

2
BIM発注者情報要件（EIR）
対応

発注者等から提示された BIM 発注者情報要件 EIR
（Employer Information Requirements）に対応した

BIMデータ構築・運用が可能である

3 BIMモデル詳細度（LOD）
社内標準としてのLOD（Level of Development ／ Detail）
の、モデル詳細度・パラメータが定められ運用・周知され
ている

54、127、132

組
織
・
体
制

4 BIM 関連部署の設置 BIM推進部門・支援部門等が設置され、十分な支援体制が
ある 52、53

5 BIM担当者の役割業務区分 BIMマネージャー・コーディネーター・モデラー等の業務が
定められており周知されている 54、127、132

6 BIM担当者の配置時期 標準的な工程におけるBIM 担当者の配置時期が定められて
いる 54、55

7 BIMモデリング体制 BIMモデル作成業務に対する体制図または組織図が整備さ
れている 52、53

8 BIM教育体制 役割及びレベルに合わせた BIM 教育体制が整備されている 106 ～ 109

運
用

9 施工BIM費用の計上 見積作成、実行予算作成時にBIMモデル作成費用としての
項目が整備されている 60、61

10 BIM関連会議 BIMプロジェクト運用において、必要な会議体、開催時期・
頻度が定められている 88 ～ 91

環
境

11 BIMツール利用環境 プロジェクトに応じたBIMツール利用環境が整備されている 70 ～ 77、133 ～ 135

デ

ー

タ

12 BIMモデル構成ルール 利用環境に応じたBIMモデル構成ルールが整備されている
（ワンモデル・統合モデル・重ね合わせ等） 62 ～ 64

13 BIMモデルチェック BIMモデルのチェック手法やツールが整備されている 100 ～ 105

14 社内BIMデータフロー 社内 BIM データ受け渡し時のルールが整備されている 92、93、136、137

15 専門工事会社
BIMデータ連携

専門工事会社とのデータ受け渡し時のルールが整備されて
いる

94 ～ 97、110 ～ 119、
128

活
用

16 品質管理BIM活用 品質管理・検査等でBIMを活用している
（BIMから検査データの出力・xRによる重ね合わせ検査など）

17 原価管理BIM活用 積算、増減精算等でBIMを活用している

18 工程管理BIM活用 工程作成、予実管理にBIMを活用している
（4Dの施工ステップ、工程表との連動など）

19 安全管理BIM活用 安全教育、工事の事前打ち合わせ等にBIMを活用している
（xR による作業体験、安全設備検討など）

20 環境管理BIM活用
施工段階の環境負荷算定等にBIMを活用している

（プレカットによる廃棄物削減取組
  正確な掘削土量の把握と埋戻し及び残土搬出削減計画など）

目標レベル：0, 未実施　1, 準備　2, 試行　3, 運用
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・建築モデル（意匠、構造）
・設備モデル
・鉄骨ファブモデル※ 1 
・敷地モデル
・クレーン、足場など仮設ライブラリ中の
   ファミリやオブジェクト

・揚重検討用アドオンツール
  （smartCONPlanner、K-D2 Planner など）
※アドオンツールが無くてもある程度の検討は可能

・計画に該当する建築モデルの用意
・揚重部材の個別パーツ化

①クレーン、足場など仮設ライブラリを配置する
②アドオンツールを使用し検討作業を行う
③検討した計画を資料として出力

準備

手順

材料 BIMツール

01 揚重計画

• 施工準備段階での施工計画
• 計画の実現性シミュレーション
• 計画のコスト、安全性検証

• 施工計画実施状況の確認
• 専門工事会社への作業内容周知や安全教育
• 鉄骨施工検討会などでの利用

● BIMモデルを使って揚重クレーン定格荷重カンタン検討
● 鉄骨建方手順など3次元で施工計画

・揚重部材の個別パーツ化や、体積からの重量算出など、活用のためある程度の事前準備作業が生じる場合があります。
・BIMツールや対応しているアドオンツールによって検討出来る内容が異なります。

◆注意点・アドバイス

◆ BIM活用前後の比較

◆活用シーン

◆効果

項目
取り組みやすさ BIM の効果

運用性 作りやすさ 品質 コスト 生産性 安全 環境

評価 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ －

◎高い、〇中程度、△低い、－対象外

Ⅳ BIM 活用レシピ

AFTER

2 次元図面や
CADで検討

3D ビューで
分かりやすく

重量、数量など
手拾い

BIMデータから
自動で

手描き図面や
CAD図

3Dビューなどを
出力

視認性

BEFORE

検討効率

資料作成

２）3D ビューの活用状況

１）クレーン揚重検討

現場 事務所

Point
3Dビューでイメージ
しながらクレーン配置
などの検討ができる！

※1　鉄骨ファブモデル：鉄骨製作会社が専用ソフトで作成した詳細 BIM モデル
　  　鉄骨建方検討においては節割やブラケット有無など製作レベルの詳細モデル利用により検討精度が向上します。
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・基礎躯体モデル　掘削形状モデル
・ICT 建機（マシンコントロール、マシンガイダンス）
・測位情報 GNSS：Global Navigation Satellite System / 全球測位衛星システム
　　　　　　TS：トータルステーション

・掘削モデル作成及び LandXML ※ 1 データ書き出しソフト
　（GLOOBE Construction など）

・LandXML データ変換アドイン
　（ Revit 用 Site Designer など）　

① ICT 建機にデータをインポート
② ICT 建機の初期設定（キャリブレーション）
③ GNSS で得た座標データを工事基準点の座標データ

と整合作業（ローカライゼーション）
④制御操作デバイスに指示により掘削作業

手順

材料 BIMツール

05 ICT建機連携

・掘削形状及び掘削手順の最適化
・掘削数量の把握、計画の最適化

・ICT 建機による掘削
・ICT 建機測位機能による簡易的な
　位置確認（杭頭の位置、山留心材の位置）

● ICT 建機の利用で位置出し手間が不要
● 建機周辺での補助作業が大幅に削減され安全性と生産性がアップ

・ICT 建機の導入コストもしくはレンタル費が一般的な建機に比べて費用が掛かります。
・GNSS による測位は、衛星受信状況により使えない場合や精度が落ちる場合があります。
・測位が TS の場合は、障害物によりレーザー光が遮断され使えない場合があります。

◆注意点・アドバイス

◆ BIM 活用前後の比較

◆活用シーン

◆効果

項目
取り組みやすさ BIM の効果

運用性 作りやすさ 品質 コスト 生産性 安全 環境

評価 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

◎高い、〇中程度、△低い、－対象外

Ⅳ BIM 活用レシピ

AFTER

測量墨出し作業
２人必要

補助的墨出し
随時 1 人

設計図書など タブレット
（3Dマシンコントロール）

建機との錯綜作業
　接触の危険性

錯綜作業の減少による
安全性向上

作業性

BEFORE

手持ち資料

安全性

掘削状況

掘削モデル

操縦席状況

現場 事務所

Point

ワンオペ掘削で
安全性向上！

・基礎躯体モデルから自動で掘削モデル作成
・掘削モデルを変換し LandXML データ作成
・基準点の設定、設置

準備

制御操作デバイス

※1　LandXML：⼟⽊分野における設計・測量データのオープンなデータ標準を⽬指した XML フォーマット
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Ⅳ BIM 活用レシピ

・各モデルの基準となる原点を決めておく
・必要に応じて重ね合わせるモデルを中間ファイル　

フォーマット（IFC など）に変換する

準備

・建築モデル（鉄骨、躯体、間仕切り、天井仕上げなど）
・設備モデル（サブコン）

・モデルチェックツール
　Solibri ／ Navisworks

・ビューア
　BIMx ／ Autodesk Viewer など

①モデルチェックツールで重ね合わせ
②モデル上で納まりや施工性、メンテナンススペース

を確認し問題点を抽出する
③建築 • 設備それぞれ修正モデルを作成する
④修正モデルを再度重ね合わせ、VR デバイスなどを使

用して合意形成を行う

手順

材料 BIMツール

06 建築・設備重ね合わせ

・設備工事と建築工事の納まり確認、調整
・施工性、メンテナンススペースの確認
・3D 総合図として合意形成に活用

・xR ※ 1 デバイスを使用して、現場での事
前チェック

・BIMモデルとの重ね合わせによる現場確認
・早期問題抽出による施工性、品質向上

● 建築と設備の納まりを視覚的に確認でき、早期合意形成に！
● 配管納まり確認、メンテナンス性確認、意匠調整など幅広く活用

・ビューアソフトだけの目視確認だと見落としが発生します。
・元請の各職能や工種ごとの専門工事会社においてそれぞれの責任でモデルを修正更新の上、それを関係者で共有することが大切です。

◆注意点・アドバイス

◆ BIM 活用前後の比較

◆活用シーン

◆効果

項目
取り組みやすさ BIM の効果

運用性 作りやすさ 品質 コスト 生産性 安全 環境

評価 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ －

◎高い、〇中程度、△低い、－対象外

AFTER

2D図（建築図・設備図・
総合図）

建築・設備モデルを
重ね合わせ

・2D 図 よ り 検 討 箇 所
の断面図を毎回読み
取って作成

・各図面を読み取り関
係を確認

・BIMモデ ル 上 で 視 覚
的に確認

・モデル上の任意箇所
で断面確認

・xR※ 1 を活用して合意形成

資料

BEFORE

納まり確認
合意形成

現場 事務所

Point

建築・設備 の 取合 い
を可視化して確認！

鉄骨 + 設備配管

建築 + 設備（天井内） 仕上 + 設備器具

建築モデル

ビューア・モデルチェックツール
【重ね合わせモデル】

中間ファイル
フォーマット

中間ファイル
フォーマット

設備モデル

※１　xR：AR、MR、VR などの仮想現実技術の総称
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Ⅳ BIM 活用レシピ

・建築モデル（意匠・構造・鉄骨など）
・設備モデル（サブコン）
・専門工事会社連携モデル（エレベータ・鉄骨階段など）

・干渉チェックソフトウエア
　Solibri ／ Navisworks

①干渉チェックを実行
②検出された干渉を確認しながら、対応の要不要を取捨選択
③干渉項目リスト（エラーレポート）を作成
④各担当者間で協議し、修正方針を決定
⑤修正された各モデルを再度重ね合わせる
⑥以下①～⑤を干渉項目が無くなるまで繰り返す　　　　　　　

手順

材料 BIMツール

07 干渉チェック

・鉄骨と設備のスリーブチェック、免震層
の可動部分の確認

・問題点の早期抽出、納まりの検討および調整
・干渉が回避されたモデルを使用して、工

事関係者間で確認

・タブレット、AR、MR で現場の確認

● 建築モデルと異なる工種間の不整合を事前に調整可能
● 施工前までに納まり検討や整合調整できるので
   手戻り・手直しを削減

・それぞれのモデルを重ね合わせするために、各モデルで基準となる座標をそろえる必要があります。
・干渉チェックする項目を明確にして、事前に条件を入力する必要があります。

◆注意点・アドバイス

◆ BIM 活用前後の比較

◆活用シーン

◆効果

項目
取り組みやすさ BIM の効果

運用性 作りやすさ 品質 コスト 生産性 安全 環境

評価 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － －

◎高い、〇中程度、△低い、－対象外

現場 事務所

Point

不整合の抽出が事前に
短時間でできる！

AFTER

図面チェックに時間が
かかる

ソフトウエアチェック
で時間短縮できる

チェック漏れがある チェック漏れの可能性
が少ない

資料作成に時間がかかる

CAD や図面でイメージ
するのに時間がかかる

ソフトウエアの機能でレポー
ト作成が短時間でできる

３D により合意形成が
スムーズ

チェック時間

BEFORE

正確性

打合わせ準備

合意形成

建築モデルと鉄骨下地モデルの統合

干渉チェック

・各種のモデルを取り込む
・対象（何と何の干渉をチェックするか）を選択
・チェックするルールを決定

準備

干渉項目リスト

モデル内の干渉箇所
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・閲覧用デバイス（カメラ、タブレット、HMD ※ 2）

・建築モデル（検査対象モデル：躯体、鉄骨モデルなど）
・クラウド環境（情報共有用）
・現場での通信環境（無線 LAN）

・xR 検査ツール
  （各デバイスに対応したアプリ） 

・データ管理ツール
    共有クラウド（BIM 360、Revizto）

・WEB 会議ツール
  （Teams、Zoom など）

【現地】
① HMD ※ 2 を受検者側が装着して検査範囲を目視で検査
② PC にてBIM モデルと現地検査範囲を合成

【遠隔地】
③合成された情報をディスプレイやタブレットで確認

【現地 + 遠隔地】
④検査内容や情報をクラウド上で一元化
⑤指摘事項や是正記録をクラウド上で管理

手順

材料

準備

BIMツール

08 遠隔検査

・HMD ※ 2 が無い場合でも各自のデバイス
を用いてリアルタイムで情報を共有

・HMDを装着してBIMモデルと現地検査
対象物との重ね合わせ

・遠隔で施工状況を都度確認

● BIM モデルと出来形を現地で xR※1を使って重ね合わせて検査
● 現地の受検者が見ている映像を遠隔地からWEB会議ツールで同時視聴

・検査対象モデルと確認図書の整合性確認が必要で検査自体は効率化されるが、検査に至るまでに準備時間が必要です。
・HMDを装着した受検者の移動により精度の誤差が大きくなりますので注意が必要です。
・HMDを装着すると視界が狭くなり死角ができるため、周辺の安全に注意しましょう。

◆注意点・アドバイス

◆ BIM 活用前後の比較

◆活用シーン

◆効果

項目
取り組みやすさ BIM の効果

運用性 作りやすさ 品質 コスト 生産性 安全 環境

評価 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ －

◎高い、〇中程度、△低い、－対象外

Ⅳ BIM 活用レシピ

AFTER

図面と現地の
整合確認

BIMモデルと現地の
整合確認

施工段階と検査日程の
タイムリーな調整

施工予定に
合わせた検査

紙ベースでの
報告書作成、書類保管

クラウド上での
タイムリーな共有

検査現場

BEFORE

検査効率

報告書

現場 事務所

Point
離れた場所から
3Dビューで
現場確認！

※1　xR：仮想現実技術の総称　※2　HMD：ヘッドマウントディスプレイ、VR ゴーグル

１）検査対象の鉄骨をモデル化（検査対象部位のみ着色）

★課題を発見⇒共有クラウド内でコミュニケーション⇒解決
★共有クラウド活用で Excel 資料でのやり取りが不要

2） 共有クラウド（Revizto）でコミュニケーション
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Ⅳ BIM 活用レシピ

・建築モデル（意匠・構造・鉄骨など）
・設備モデル（サブコン）
・デジタル測定機器（照度計、風速計など）
・タブレット

・設備 BIM ソフト
　Rebro ／ T-fas

・図面・現場管理ソフト
　CheX ／ SPIDERPLUS

・元請は、検査項目、検査書式、合否判定基準等の確認を行う
・設備専門工事会社は、上記に基づき、検査対象となるBIMモデ

ルを検査アプリに取り込む（測定箇所と設計値が読み込まれる）

①設備専門工事会社は、デジタル測定機器と検査アプリを
連携させ検査を行う（測定値データが記録される）

②設備専門工事会社は、測定アプリにて、設計値と測定値
の照合を行い、合否判定を行う

③設備専門工事会社は、検査アプリから帳票（検査記録）
を自動出力する

準備

手順

材料 BIMツール

09 設備検査

・報告書の自動作成で検査時間の短縮
・設備検査業務の効率化を図る
・検査業務の省人化

● デジタル測定機器と設備モデルの連携による検査のデジタル化
● 設計風量等の BIM データを活用し、帳票を自動作成

・図面・現場管理ソフトや BIMに対応したデジタル測定機器を使用する必要があります。
・測定を効率的に行うためソフト上で事前準備が必要になります。

◆注意点・アドバイス

◆ BIM 活用前後の比較

◆活用シーン

◆効果

項目
取り組みやすさ BIM の効果

運用性 作りやすさ 品質 コスト 生産性 安全 環境

評価 ◎ ◎ ◎ △ ◎ ○ －

◎高い、〇中程度、△低い、－対象外

AFTER

測定人員が 2 人必要 1 人でも測定可能

検査項目・場所等に
より異なる 一元管理により向上

手入力による
検査報告書作成

設備モデルより
自動作成

作業性

BEFORE

トレーサ
ビリティ

資料作成

現場 事務所

Point

検査結果を自動で設備
モデルに入力

２）測定データ記録

１）測定器連携フロー

BI Mモデル 検査アプリ

デジタル測定器

水圧検査画面

出力帳票

形状や座標と形状や座標と
設計値の属性情報設計値の属性情報 自動作成自動作成

測定値データ測定値データ

1.0MPa
60分間
試験済み

1.75MPa
1分間
試験済み

試験未実施
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Ⅳ BIM 活用レシピ

・設備モデル（サブコン）
・施工図

・設備 BIMソフト
   Rebro ／ T-fas

・メーカー独自生産システム

・元請は、干渉チェック等により、建築、他設備との
    調整を行い、施工図（モデル）の承認を行う

①設備専門工事会社は、加工管メーカーに設備モデル
を提供する

②加工管メーカーは、設備モデルを利用し、寸法算出、
管割りまでを自動算出し、アイソメ図を作成する

③設備専門工事会社は、管割り部を設備モデル上で
チェックする

④加工管メーカーは、設備モデルと連携して注文書作
成、加工管作成まで行う

準備

手順

材料 BIMツール

10 設備プレカット

・管割り部の確認や干渉チェックを設備モ
デル上で確認できる

・配管加工・ダクト加工での BIM活用
・配管発注時に設備モデルを提供

● 加工管・ダクトメーカーは設備モデルを直接活用して加工図を作成
● 設備専門工事会社は加工図を設備BIMソフト上で確認できる

配管加工・ダクト加工におけるBIMモデル活用は多くのメーカーで取組みが進んできています。しかし、その進捗
は各メーカーで異なっており、対応できるBIMソフトや設備モデルを活用できる内容が変わってきます。

◆注意点・アドバイス

◆ BIM 活用前後の比較

◆活用シーン

◆効果

項目
取り組みやすさ BIM の効果

運用性 作りやすさ 品質 コスト 生産性 安全 環境

評価 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ －

◎高い、〇中程度、△低い、－対象外

AFTER

2D・紙の施工図より
手作業で管割り作成

管割りまで設備モデルを
利用し効率化

元図とアイソメ図を
PDFで確認

BIMソフトの干渉チェック
機能を利用

アイソメ図を基に
手作業で作成

BIMソフトと連動して
効率化

作業性

BEFORE

チェック

加工注文書

現場 事務所

Point

配管加工・ダクト加工
の納期が短縮できる

設備 BIM モデル

配管加工

アイソメ図 注文加工書

BIM 連携

データ連動
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・建築モデル（意匠・構造・鉄骨など）
・設備モデル（サブコン）
・施工図　・プロット図　・仕様書類一式　

・情報共有プラットフォーム（BIM360）
・Viewer ツール（Autodesk Viewer、VizitViewer など）

・建築モデルに設備モデルを統合する
・販売図面用のシートを用意する

① BIMモデル上で位置変更や断面切断などの操作にて
　・居室の梁型の取合い、梁下寸法チェック
　・天井や仕上げ壁の懐寸法チェック
　・設備電気機器のシンボルチェック などを行う
② 上記内容を基に関係者と協議を行い、修正作業実施
③ BIMモデルから販売図面ビューを設定し、2D へ書き出す
④ 最終的なデザイン体裁は販売会社と協議して整える

準備

手順

材料 BIMツール

11 BIMパンフレット

・BIM モデルにて販売図面チェック
・販売会社、事業主、設計者との内容確認
・購入者への販売 VR として活用

・販売図面＝ BIMモデルとして作成した
データを基に現場の住戸毎の納まり確
認やチェックなどの活用が可能

● 分譲マンションなどの販売図面をBIMモデルから生成
● BIMモデルにて形状や納まりを確認。販売図面の品質精度向上

・販売図面を作成するためには、BIM モデルデータを常に最新情報にて管理しながら作り込みすることが重要です。
・販売図面の体裁は各販売会社により特色があるため、赤入れ修正が少なくなるよう統一に向けた取組みが必要です。

◆注意点・アドバイス

◆ BIM 活用前後の比較

◆活用シーン

◆効果

項目
取り組みやすさ BIM の効果

運用性 作りやすさ 品質 コスト 生産性 安全 環境

評価 △ △ ◎ △ ◎ － －

◎高い、〇中程度、△低い、－対象外

Ⅳ BIM 活用レシピ

AFTER

様々な図面を
見る時間がかかる

集約、3D 可視化され
時間が短縮

起こりやすい 3D 可視化により
減少する

資料用意に
時間がかかる

販売図面との
整合確認

3D 可視化により
合意形成がスムーズ

BIM データによる
整合確認

チェック時間

BEFORE

チェック漏れ

合意形成

現地確認

AFTERBEFORE

現場 事務所

Point
統合したBIMモデル
から販売図面が作成
できる

Viewer ツール

販売図面 BIM 販売図面 

×
レ

レ
レ

レ
レ

チェック項目削減
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・仕上げモデル、設備モデル
・VR デバイス（Meta Quest2 など）
・ARデバイス（携帯端末・タブレット端末など）
・MRデバイス（HoloLens、MREAL など）

・各デバイスに対応したアプリ

・デバイスの選定
・対応アプリでBIM モデルデータ変換
・デバイスへのデータインポート

①基準点位置合わせなど、選定したデバイス調整
②デバイスで3D視認

準備

手順

材料 BIMツール

12 設備・仕上げxR

MR：Mixed Reality（複合現実）
・複数の関係者で同一データを見て打合わせ

VR：Virtual Reality（仮想現実）
・VRデバイスを使って、BIMモデル上で完成
  空間を疑似体験できる。仕上げ材や機器  

配置等の合意形成に有効

MR：Mixed Reality（複合現実）
・天井隠ぺい部の重ね合わせにより、施工

中だけでなく、メンテナンスで活用

AR：Augmented Reality（拡張現実）
・現実空間の敷地に仮想の建物を配置し、

見え方などを確認

● xR デバイスを使って、施工後のリアルな空間を再現できる
● 隠ぺい部の配管・機器類が表示され、メンテナンスで活躍

デバイスの精度、現実空間と仮想空間の位置合わせ精度など、技術的なハードルがあります。また、現場でウエア
ラブル端末を装着して作業する際は安全性に注意が必要です。精度を求めるほどデバイスなどが高額になります。

◆注意点・アドバイス

◆ BIM 活用前後の比較

◆活用シーン

◆効果

項目
取り組みやすさ BIM の効果

運用性 作りやすさ 品質 コスト 生産性 安全 環境

評価 △ △ ◎ ○ ○ ◎ －

◎高い、〇中程度、△低い、－対象外

Ⅳ BIM 活用レシピ

AFTER

CGパース、モックアップ
フォトモンタージュ ・デバイスで3D 視認

図面、リストなど ・デバイスで 3D 視認
・属性情報を確認できる

図面、リストなど ・デバイスで 3D 視認
・属性情報を確認できる

合意形成

BEFORE

現場確認

隠ぺい部

現場 事務所

Point

目的に応じて、適切な
デバイスの選定が必要

複数関係者によるMR 打合わせ

天井隠ぺい部の配管・機器確認
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おわりに

　本ガイドをみなさまに活用いただき、今後の建設業におけるBI Mモ

デル活用が発展し、さらなる生産性の向上と効率化へ貢献できました

ら幸いです。

　このガイド刊行に携わった日建連B I Mモデル活用 WG メンバーなら

びにB IM部会メンバーの皆様に感謝申し上げます。




